
令和元年度 北海道立生涯学習推進センター研修事業 

課題対応型学習活性化セミナー（道北会場）事業報告 
 

Ⅰ 事業の概要 

 

研修テーマ  地域づくりの担い手育成に向けた行政と住民の連携  

～ 話し合いの活性化を通じた実効性のある社会教育計画の策定を目指して ～ 

 

１ 趣   旨    各地域の課題解決に向け、演習や協議を通して住民の主体的な行動を促

すための方策について考える。 

 

２ 主   催   北海道立生涯学習推進センター 

          留萌管内社会教育主事会 

 

３ 期   日   令和元年６月４日（火） 

 

４ 会   場   小平町文化交流センター 

 

５ 参 加 対 象   市町村及び市町村教育委員会職員・各種審議会委員（社会教育委員、生涯学習

審議会委員等）・社会教育関係団体職員・生涯学習関連施設職員・民間団体（Ｎ

ＰＯ、企業等）関係者 等  

 

６ 参 加 状 況   15 名 

（市町村教育委員会職員 13 名、社会教育委員２名） 

 

７ 日   程 

      11:00   11:15       11:45     13:00                     16:00     

受付 開会 説  明 昼食・休憩 演  習 個別相談 

 

８ 活動の概要 

 (1) 説明「社会教育計画の策定について」 

    【説明者】北海道立生涯学習推進センター社会教育主事  中西 めぐみ 

    【内容】  はじめに、社会教育計画策定の基本的な考え方や、社会教育計画は「地域の総合計

画を具体的に実現するための実施計画のひとつである」という位置づけについて説明

をした。 

次に、計画策定の基本要素（現状把握、目標設定、方法選択）について説明をし、 

道内市町村における現状把握のための取組（アンケート調査、内部評価等）や、評価

をしやすい明確な目標を設けている社会教育計画の紹介をした。 

        また、計画の策定にあたっては、どのように地域住民の声や思いを丁寧に拾い上げ、

それらを生かしていくかというプロセスが重要であることから、島根県海士町の取組

を紹介し、実効性のある社会教育計画の策定のためには、住民と行政が「一緒に決め

て一緒に実行することができるか」が、ポイントとなることを説明した。 

        

 

 



 

 (2) 演習「意見交換を楽しく効果的に進める考え方と技法」 

   【講師】NPO ファシリテーションきたのわ代表 宮本 奏 氏 

   【内容】 行政と住民が課題を率直に伝え合うことができる話し合いの場の実現のために、ど

のような会議の進め方ができるか、「困った会議と理想の会議」の違いをお互いの会議

を観察し、感じたことを伝え合い、実際に体験することを通して学んだ。 

 

 

Ⅱ 事業の満足度 

 

１ 本講座参加者数  15 名 

 

２ アンケート対象者数  12 名  

 

３ 全体をとおして 

(1)  「話し合いの場の活性化」に向け、本セミナーは参考となりましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  社会教育計画を策定する際に、本セミナーの内容は参考になると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者の声】 

〇 意見を引き出す手法が大変参考になった。 

〇 これからの役場での会議で役に立つ内容だった。 

〇 自分でもやってみたい、できそうだと感じた。 

〇 模擬会議やファシリテーションを体験できた。 

【参加者の声】 

〇 住民の意見を引き出すことは重要だとあらためて感 

じた。 

〇 実行できることばかりだった 

〇 本セミナーで学んだことを実践したら、色々な人の 

意見を聞くことができると思った。 



 

４ プログラムの内容について 

(1)  プログラムの内容はいかがでしたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  講師の説明はわかりやすかったですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)  「演習」で扱った技法は参考になりましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ その他、感想や気づいた点について 

 〇 ファシリテーターやグラフィッカーの技法や重要性について学ぶことができた。 

 〇 大変勉強になった。今後の会議に役立てたい。 

 〇 是非、同じ職場から全員参加してほしいと思う内容であった。 

 〇 本セミナーで気が付けたことや参考になることがたくさんあった。 

 

 

 

 

 

【参加者の声】 

〇 実習もあり、摸擬演習もあり、自分を客観的に見る 

ことも、体験することもできた。 

〇 順序よく説明してくれたので、わかりやすかった。 

〇 大変わかりやすい内容だった。 

〇 資質の向上につながったと思う。 

【参加者の声】 

〇 内容が伝わっているかを確認をしながら、丁寧に進

めてくださった。 

〇 実践を交えて教えてくださり、とても勉強になった。 

〇 聞き取りやすく、わかりやすかった。 

【参加者の声】 

〇 意見をまとめる段階でシールを活用するなど、今ま

で経験したことのない方法だった。 

〇 実践のイメージ化につながった。 

〇 自分だったらどう使えるか・・と考えながら体験す

ることができた。 

〇 初めて実践する会議の仕方だったが、テーマについ

ての課題がたくさん見つかり、これから実際に使って

いきたいと思った。 


